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濵
口
欣
也
常
任
理
事
の
司

会
で
開
会
。
冒
頭
、
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
い
さ
つ
し

た
松
本
吉
郎
会
長
は
、
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
の
被
災

者
に
お
見
舞
い
を
述
べ
る
と

と
も
に
、
特
に
妊
産
婦
、
乳

幼
児
に
対
し
て
は
、
健
康
管

理
に
配
慮
し
た
継
続
的
な
支

援
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、

引
き
続
き
の
支
援
を
求
め

た
。そ

の
上
で
、
岸
田
政
権
が

進
め
る
「
異
次
元
の
少
子
化

対
策
」
に
よ
っ
て
出
産
育
児

一
時
金
の
増
額
や
、
伴
走
型

相
談
支
援
、
経
済
支
援
な
ど

が
実
現
さ
れ
た
も
の
の
、
必

「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援

金
制
度
」
の

創
設
が
示
さ

れ
た
こ
と
を

挙
げ
、
日
本

医
師
会
と
し

て
も
、
母
子

保
健
の
更
な

る
改
善
に
向

け
て
今
後
も

積
極
的
な
政

策
提
言
を
行

っ
て
い
く
意

向

を

示

し

た
。シ

ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、

福
田
稠
熊
本

県
医
師
会
長

／
日
本
医
師

会
母
子
保
健

検
討
委
員
会

委
員
長
、
三

牧
正
和
帝
京

大
学
医
学
部

小
児
科
講
座

主
任
教
授
／
同
委
員
会
副
委

員
長
が
座
長
を
務
め
、
５
名

の
講
師
に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
た
。

要
な
施
策
が
必
ず
し
も
十
分

に
進
ん
で
い
な
い
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
少
子
化
対
策

の
推
進
や
財
源
確
保
に
向
け

（
１
）
地
域
に
お
け
る 

連
携
体
制
の
取
り
組
み

産
婦
人
科
の
立
場
か
ら
講

演
し
た
相
良
洋
子
日
本
産
婦

人
科
医
会
常
務
理
事
／
さ
が

ら
レ
デ
ィ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
は
、
『
令
和
５
年
版
自
殺

対
策
白
書
』
を
基
に
妊
産
婦

死
亡
の
原
因
と
し
て
最
も
多

い
の
は
自
殺
で
あ
る
こ
と
を

説
明
。
そ
の
恐
れ
の
あ
る
人

も
数
十
倍
い
る
と
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
妊
産
婦
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
対
す
る
取

り
組
み
に
お
い
て
は
、
自
殺

予
防
対
策
も
重
点
的
に
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

そ
の
上
で
、
全
て
の
産
科

医
療
機
関
で
妊
産
婦
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
を
行
う
た
め
の
研
修
と
し

て
、
日
本
産
婦
人
科
医
会
で

「
母
と
子
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
ケ
ア
研
修
会
」
を
実
施
し

て
い
る
こ
と
を
報
告
。
「
生

活
面
も
含
め
て
多
職
種
で
妊

産
婦
支
援
を
行
う
べ
き
だ
」

と
す
る
と
と
も
に
、
「
そ
の

際
に
は
支
援
の
内
容
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
く
存
在

が
重
要
で
あ
る
」と
述
べ
た
。

小
児
科
の
立
場
か
ら
講
演

し
た
小
枝
達
也
国
立
成
育
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
副
院
長
・

小
児
内
科
系
専
門
診
療
部
統

括
部
長
は
、
多
職
種
連
携
に

当
た
っ
て
は
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
で
患
者
情
報
の
共
有
を
図

る
だ
け
で
な
く
、
正
式
な
診

察
の
依
頼
を
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
し
、
そ
の
結
果
を
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
べ
き
だ
と

強
調
。
ま
た
、
出
産
後
に
、

育
児
中
の
孤
立
感
な
ど
で
受

診
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ

る
と
し
て
、
１
カ
月
健
診
で

経
済
的
ゆ
と
り
や
興
味
の
創

出
、
睡
眠
不
足
な
ど
に
つ
い

て
も
確
認
可
能
な
、
保
護
者

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す

る
問
診
票
を
紹
介
し
た
。

加
え
て
、
「
健
や
か
子
育

て
ガ
イ
ド
」
で
は
、
５
歳
ま

で
の
健
診
に
お
い
て
、
生
活

習
慣
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ

ー
、
育
て
に
く
さ
な
ど
を
聞

き
取
る
問
診
票
を
掲
載
し
て

い
る
と
し
て
、
そ
の
活
用
を

求
め
た
他
、
小
児
科
医
療
機

関
は
、
各
段
階
の
健
診
に
お

い
て
子
ど
も
の
身
体
診
察
の

み
な
ら
ず
、
保
護
者
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
の
状
況
に
つ
い

て
も
把
握
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
し
た
。

精
神
科
の
立
場
か
ら
講
演

し
た
菊
地
紗
耶
東
北
大
学
病

院
精
神
科
医
師
は
、
周
産
期

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
ケ
ア
に

お
い
て
は
、
「
産
科
小
児
科

と
の
リ
エ
ゾ
ン
・
コ
ン
サ
ル

テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
行
え
る
総

合
病
院
・
大
学
病
院
」
と
「
主

治
医
と
の
信
頼
関
係
の
強
い

精
神
科
診
療
所
・
精
神
科
病

院
」
の
両
者
の
強
み
を
生
か

し
て
役
割
分
担
を
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
説
明
。
そ
の

好
事
例
と
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
し
、
基
幹
病
院
を

軸
に
し
た
精
神
科
・
産
科
・

小
児
科
の
医
療
機
関
等
が
連

携
を
図
る
体
制
を
挙
げ
た
。

そ
の
上
で
、
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
で
陽
性
と
な
っ
た
場

合
、
す
ぐ
精
神
科
へ
紹
介
す

る
の
で
は
な
く
、
心
理
支
援

に
特
化
し
た
助
産
師
を
中
心

に
ケ
ア
の
体
制
を
整
備
す
る

こ
と
も
可
能
だ
と
し
て
、
東

北
大
学
病
院
の
助
産
師
に
よ

る
精
神
支
援
外
来
の
取
り
組

み
を
紹
介
。
更
に
、
専
門
外

来
と
し
て
設
置
し
た
周
産
期

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
外
来
で
は
、

妊
産
婦
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

だ
け
で
な
く
、
夫
婦
関
係
や

家
族
関
係
、
養
育
環
境
や
子

ど
も
の
成
長
に
も
目
を
向
け

た
予
防
的
介
入
の
視
点
に
立

っ
て
治
療
を
行
っ
て
い
る
と

し
た
。

（
２
）
母
子
保
健
情
報
の

デ
ジ
タ
ル
化

小
林
徹
国
立
成
育
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
臨
床
研
究
セ
ン

タ
ー
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
部

門
長
は
、
母
子
保
健
情
報
の

デ
ジ
タ
ル
化
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
と
し
て
、
妊
婦
健
診
と
医

療
（
自
費
診
療
・
保
険
診
療
）

と
が
混
在
し
て
い
る
こ
と

や
、
乳
幼
児
健
診
は
自
治
体

ご
と
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

豊
富
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
指

摘
。
近
年
で
は
健
診
や
予
防

接
種
の
情
報
を
入
力
す
る
に

当
た
り
、
母
子
手
帳
ア
プ
リ

が
活
用
さ
れ
始
め
て
い
る
と

し
、
自
治
体
と
協
力
し
て
行

っ
た
Ｐ
Ｈ
Ｒ
実
装
調
査
の
結

果
を
報
告
し
た
。

ま
た
、
母
子
保
健
情
報
利

活
用
に
関
す
る
サ
ン
プ
ル
調

査
で
は
、
母
子
保
健
情
報
を

デ
ジ
タ
ル
化
し
た
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
①
自
治
体
と
医
療

機
関
の
間
で
母
子
保
健
関
連

情
報
が
共
有
さ
れ
る
こ
と
に

よ
る
支
援
の
質
向
上
②
個
別

乳
幼
児
健
診
・
妊
婦
健
診
の

遅
れ
や
未
受
診
の
検
知
③
里

帰
り
出
産
・
転
出
入
に
よ
る

母
子
保
健
情
報
連
携
の
円
滑

化

─
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
個
人
情
報
の
漏ろ

う
え
い洩

と
デ

ジ
タ
ル
化
に
対
応
で
き
な
い

利
用
者
へ
の
対
応
が
あ
っ
た

と
し
た
。

（
３
）
最
近
の
母
子
保
健

行
政
の
動
き

木
庭
愛
こ
ど
も
家
庭
庁
成

育
局
母
子
保
健
課
長
は
、
ま

ず
、
令
和
５
年
４
月
に
発
足

し
た
こ
ど
も
家
庭
庁
と
、
同

年
施
行
さ
れ
た
こ
ど
も
基
本

法
な
ど
に
つ
い
て
概
説
。
産

後
ケ
ア
事
業
に
関
し
て
は
、

「
今
、
国
会
に
提
出
し
て
い

る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

一
括
法
案
の
中
で
、
産
後
ケ

ア
事
業
を
地
域
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
支
援
事
業
に
位

置
付
け
、
都
道
府
県
市
町
村

の
役
割
を
明
確
化
し
て
提
供

体
制
の
整
備
を
図
る
と
さ
れ

て
お
り
、
産
後
ケ
ア
事
業
の

量
的
な
拡
充
だ
け
で
な
く
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
対

応
、
ケ
ア
の
質
の
向
上
な
ど

も
期
待
さ
れ
る
」と
述
べ
た
。

ま
た
、
令
和
５
年
度
の
補

正
予
算
で
、
妊
産
婦
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業
を
盛
り

込
ん
だ
こ
と
に
触
れ
、
「
本

事
業
は
都
道
府
県
に
お
い

て
、
妊
産
婦
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
の
診
療
に
係
る
中
核
的

な
精
神
科
医
療
機
関
（
拠
点

病
院
）
等
に
、
妊
産
婦
等
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
に
関

す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
各
精
神
科
医
療
機

関
や
産
婦
人
科
医
療
機
関
、

地
域
の
関
係
機
関
と
連
携
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
の
構

築
を
図
る
も
の
で
あ
る
」
と

説
明
し
た
。

そ
の
後
の
討
議
で
は
、
シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
と
参
加
者
と
の

間
で
、
個
人
情
報
の
扱
い
や

精
神
科
と
の
連
携
の
仕
方
な

ど
を
め
ぐ
り
活
発
な
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
、
講
習
会
は
終

了
と
な
っ
た
。

「日医ニュース」創刊1500号を迎えて
　日本医師会の機関紙である
「日医ニュース」は昭和36年9
月の創刊以来、原則月2回の
発刊を続けて参りましたが、
このたび、令和6年3月20日
号をもちまして創刊1500号を
迎えることができました。
　この数字に到達できました
のも、ひとえに会員の先生方
始め、制作に携わって下さっ
た多くの関係者の皆様方のご
支援・ご協力の賜物であり、
深く感謝申し上げます。
　今後も代議員会や都道府県
医師会長会議など、日本医師
会で開催されたイベントの他、執行部の考え方などをより
分かりやすく、丁寧にお伝えして参る所存でおりますので、
引き続きご愛読のほど、よろしくお願いいたします。

日本医師会広報課

「日医ニュース」創刊号

令和 5 年度母子保健講習会
「産婦人科・小児科・精神科の
          顔の見える有機的な連携」をテーマに開催

　令和5年度母子保健講習会が2月18日、「産婦人科・小児科・精神科の顔の
見える有機的な連携」をテーマとして日本医師会館大講堂で開催され、妊産
婦のメンタルヘルスに関するスクリーニングや支援のあり方についての取り
組みなどが語られた。
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に
謝
意
を
示

し
た
。

ま
た
、「
警

察
活
動
協
力

医
会
」

は
、

い

わ

ゆ

る

「
警
察
医
」
の

活
動
を
医
師

会
と
し
て
支

え
、
警
察
と

の
連
携
を
更

に
強
固
な
も

の
と
し
て
い

く
た
め
の
取

り
組
み
で
あ

る
と
し
、
平

成
26
年
開
始

当

初

よ

り

「
仮
称
」

と

し
て
い
た
会

の
名
称
を
、

今
回
よ
り
正

式
に
「
警
察
活
動
協
力
医
会
」

と
す
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

そ
の
上
で
、
か
つ
て
な
い

〝
多
死
社
会
〟
へ
の
突
入
や

南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
首
都
直

下
型
地
震
な
ど
の
災
害
に
伴

う
死
因
究
明
の
分
野
に
お
い

て
、
そ
の
中
核
と
な
る
警
察

医
が
果
た
す
役
割
が
重
要
に

な
る
と
し
て
、
本
会
の
開
催

に
期
待
を
寄
せ
た
。

連
絡
協
議
会

（
１
）
報
告

報
告
で
は
、
細
川
常
任
理

事
が
、
①
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
へ
の
対
応
②
医
会
名

称
決
定
の
経
過

─
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

①
で
は
、
今
回
の
能
登
半

島
地
震
で
の
検
案
対
応
に
つ

い
て
、
日
本
法
医
学
会
の
会

員
が
日
本
医
師
会
災
害
医
療

チ
ー
ム
（
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
に
加

わ
り
、
「
日
本
医
師
会
・
日

本
法
医
学
会
検
案
チ
ー
ム
」

の
枠
組
み
で
派
遣
さ
れ
た
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

ま
た
、
②
で
は
、
平
成
26

年
よ
り
医
師
会
主
導
の
下
で

警
察
に
協
力
し
、
検
視
の
立

ち
合
い
や
検
案
等
を
行
う
医

師
の
全
国
組
織
の
構
築
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
各
都
道

府
県
医
師
会
内
に
も
警
察
活

動
に
協
力
す
る
医
師
の
部
会

の
設
置
を
求
め
、
そ
の
集
合

体
を
「
都
道
府
県
医
師
会
『
警

察
活
動
に
協
力
す
る
医
師
の

部
会
（
仮
称
）
』
連
絡
協
議
会
」

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
活
動
し

て
き
た
こ
と
を
説
明
。
会
の

名
称
に
つ
い
て
は
、
会
内
の

「
警
察
活
動
等
へ
の
協
力
業

務
検
討
委
員
会
」
で
の
協
議

を
経
て
、
今
回
よ
り
「
警
察

活
動
協
力
医
会
」
に
決
め
た

と
、
名
称
決
定
ま
で
の
経
緯

を
報
告
す
る
と
と
も
に
、「
あ

く
ま
で
各
都
道
府
県
医
師
会

の
部
会
等
の
総
称
で
あ
り
、

既
存
組
織
の
個
別
名
称
の
変

更
を
求
め
る
も
の
で
は
な

い
」
と
し
て
、
理
解
を
求
め

た
。次

に
、
中
野
貴
章
厚
生
労

働
省
医
政
局
医
事
課
死
因
究

明
等
企
画
調
査
室
長
が
、
死

因
究
明
等
推
進
計
画
の
概
要

及
び
進
捗
状
況
等
を
概
説
。

今
年
６
月
を
め
ど
に
第
２
次

死
因
究
明
等
推
進
計
画
の
閣

議
決
定
を
目
指
し
て
作
業
を

進
め
て
い
る
こ
と
を
報
告
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、

死
因
究
明
の
推
進
に
向
け

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
く
姿
勢
を
示
し

た
。ま

た
、
死
因
究
明
等
に
携

わ
る
人
材
育
成
を
広
げ
る
た

め
の
方
策
と
し
て
、
法
医
学

教
室
を
研
修
の
場
に
す
る
こ

と
や
検
案
の
実
務
に
お
い
て

デ
ジ
タ
ル
化
の
仕
組
み
を
検

討
し
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

新
倉
秀
也
警
察
庁
刑
事
局

捜
査
第
一
課
検
視
指
導
室
長

は
、
警
察
の
死
体
取
扱
業
務

に
つ
い
て
、
「
犯
罪
死
体
で

あ
る
か
否
か
の
見
極
め
が
目

的
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に

は
医
師
の
協
力
が
不
可
欠
で

あ
る
」
と
強
調
。
ま
た
、
令

和
５
年
の
警
察
取
扱
死
体
数

が
19
万
８
６
６
４
体
と
過
去

最
多
と
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、

①
検
視
・
死
体
調
査
に
立
ち

会
う
医
師
の
確
保
②
関
係
機

関
と
の
協
力
関
係
の
構
築
・

強
化
③
大
規
模
災
害
へ
の
備

令
和
５
年
度
都
道
府
県
医

師
会
「
警
察
活
動
協
力
医
会
」

連
絡
協
議
会
・
学
術
大
会
が

２
月
23
日
、
日
本
医
師
会
館

と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
形
式
で
開
催
さ
れ
た
。

連
絡
協
議
会
は
、
担
当
の

細
川
秀
一
常
任
理
事
の
司
会

で
開
会
。
冒
頭
、
ビ
デ
オ
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
あ
い
さ
つ
を
行

っ
た
松
本
吉
郎
会
長
は
ま

ず
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
の
犠
牲
者
へ
の
お
悔
や
み

及
び
被
災
者
へ
の
お
見
舞
い

の
言
葉
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
日
頃
の
警
察
医
の
活
動

お知らせ
　今号には、令和６年度の介護報酬
の改定内容を概説した付録「介護報
酬改定の概要（令和6年4月1日・6
月1日実施）」を同梱しています。
ぜひ、ご活用願います。

問い合わせ先：�
日本医師会介護保険課�
kaigo@po.med.or.jp

動画
 「日本医師会会長 石川県医師会会長

能登半島地震特別対談」を制作

　日本医師会では、動画「能登半島地震─発災から1カ月が経過して」
に続く第2弾として、このたび、動画「日本医師会会長 石川県医師
会会長 能登半島地震特別対談～能登半島地震・被災地の医療につ
いて～」  を制作し、2月29日より、日本医師会公式YouTubeチャ
ンネルに掲載しております。
　動画は、松本吉郎会長が2月12日に石川県を訪問した際に撮影し
たものです。その中では、安田健二石川県医師会長が被災地の医療
の現状について説明した上で、今、求められることとして、（1）日
本医師会災害医療チーム（JMAT）の派遣など、息の長い医療支援、

（2）2次避難所でJMAT活動を行う際の課題解決、（3）避難者が
地元に戻る際の移動手段の確保等の財政支援、（4）診療所再開時の
財政支援─の四つを要望。これに対して、松本会長はその実現に向
け、国などに働き掛けていく考えを示すとともに、被災地に地域医
療を取り戻すまで、息の長い支援を続けていく意向を伝えています。
　ぜひ、ご覧頂くとともに、能登半島地震の被災地支援
に対するご理解・ご支援をお願いいたします。

日本医師会会長 石川県医師会会長 能登半島地震 特別
対談～能登半島地震・被災地の医療について～

令
和
５
年
度
都
道
府
県
医
師
会「
警
察
活
動
協
力
医
会
」

                                                   

連
絡
協
議
会
・
学
術
大
会

名
称
新
た
に「
警
察
活
動
協
力
医
会
」と
し
て
活
動

名
称
新
た
に「
警
察
活
動
協
力
医
会
」と
し
て
活
動

学
術
大
会
─
基
調
講
演

と
６
題
の
一
般
講
演

続
く
学
術
大
会
で
は
、
本

村
あ
ゆ
み
国
際
医
療
福
祉
大

学
医
学
部
講
師
が
、「
大
規
模

災
害
時
の
Ｄ
Ｖ
Ｉ（Disaster 

Victim Identification

：

災
害
時
の
身
元
確
認
）
活
動

に
お
け
る
多
職
種
連
携
の
重

要
性
」
と
題
し
て
基
調
講
演

を
行
っ
た
。

本
村
氏
は
、
過
去
の
災
害

か
ら
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
ま
で
の
検
視
・
検
案
活
動

を
踏
ま
え
て
、
大
規
模
災
害

時
に
お
け
る
課
題
と
し
て
、

（
１
）
不
十
分
な
死
因
調
査
、

（
２
）
情
報
不
足
、（
３
）
検

案
書
の
異
な
る
記
載
方
法

等
、
（
４
）
科
学
的
根
拠
に

基
づ
か
な
い
個
人
識
別

─

な
ど
が
あ
る
と
指
摘
。
そ
の

上
で
、
「
災
害
時
の
法
医
学

的
活
動
に
お
い
て
は
、
正
確

な
死
因
判
断
と
身
元
の
確
認

え
④
死
因
究
明
等
推
進
地
方

協
議
会
の
活
用
等
に
よ
る
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
取
り

組
み
の
推
進

─
が
重
要
に

な
る
と
し
た
。

（
２
）
都
道
府
県
医
師
会
か

ら
の
提
出
議
題
、
質
問
・
意

見
及
び
要
望

岡
山
県
医
師
会
か
ら
事
前

に
寄
せ
ら
れ
た
「
死
因
究
明

の
精
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
解
剖
実
施
率
の
限
界
を
穴

埋
め
す
る
方
法
」
に
つ
い
て

は
、
岩
藤
知
義
岡
山
県
警
察

協
力
医
会
長
／
岡
山
県
医
師

会
警
察
医
部
会
委
員
会
委
員

が
、
岡
山
県
に
お
け
る
令
和

５
年
度
の
解
剖
率
及
び
死
後

Ｃ
Ｔ
撮
影
実
施
率
を
報
告
し

た
上
で
、
死
因
が
推
定
病
名

と
な
る
際
の
補
完
と
し
て
Ｃ

Ｔ
撮
影
が
有
効
な
手
段
と
な

る
と
の
考
え
を
示
し
、
そ
の

実
施
を
求
め
た
。

ま
た
、
細
川
常
任
理
事
か

ら
は
、
『
令
和
５
年
版
死
因

究
明
等
推
進
白
書
』
よ
り
抜

粋
し
た
「
都
道
府
県
警
察
に

お
け
る
死
因
究
明
等
に
係
る

体
制
及
び
死
体
取
扱
状
況

（
刑
事
関
係
）」
に
つ
い
て
の

紹
介
が
な
さ
れ
た
。

が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
死

者
の
尊
厳
と
遺
族
の
権
利
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と

し
て
、
死
因
究
明
の
重
要
性

を
強
調
し
た
。

ま
た
、
海
外
に
お
け
る
Ｄ

Ｖ
Ｉ
活
動
や
、
千
葉
大
学
附

属
法
医
学
教
育
研
究
セ
ン
タ

ー
が
行
っ
て
い
る
大
規
模
災

害
時
Ｄ
Ｖ
Ｉ
訓
練
の
活
動
状

況
を
紹
介
。
そ
の
上
で
、
都

道
府
県
の
枠
組
み
の
中
で
、

法
医
学
を
含
め
た
多
職
種
が

連
携
し
た
日
本
版
の
Ｄ
Ｖ
Ｉ

チ
ー
ム
の
体
制
構
築
を
目
指

す
意
向
を
示
し
、
協
力
を
求

め
た
。

そ
の
後
は
、
一
般
公
募
で

選
ば
れ
た
①
浴
室
内
死
亡
の

死
因
究
明
に
対
す
る
Ａ
ｉ
─

Ｃ
Ｔ
の
有
用
性
の
検
討
─
２

０
２
０
年
３
月
初
め
よ
り
２

０
２
３
年
２
月
末
ま
で
に
経

験
し
た
55
例
の
検
討
─
②
バ

リ
ウ
ム
胃
透
視
検
査
後
に
腸

管
穿
孔
に
よ
り
腹
膜
炎
を
併

発
し
死
亡
し
た
一
例
③
検

案
・
Ａ
ｉ
の
説
明
に
お
け
る

有
用
な
ツ
ー
ル
（
１
５
４
種

類
の
イ
ラ
ス
ト
入
り
疾
患
説

明
書
、
死
因
統
計
早
見
表
、

Ａ
ｉ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
、
３

次
元
画
像
解
析
）
④
検
案
時

の
家
族
対
応
に
関
す
る
考
案

⑤
令
和
の
警
察
嘱
託
医
死
体

検
案
事
情
⑥
多
死
社
会
に
お

け
る
警
察
活
動
協
力
医
の
課

題

─
６
題
の
講
演
が
行
わ

れ
、
猪
口
雄
二
副
会
長
の
総

括
で
大
会
は
終
了
と
な
っ

た
。参

加
者
は
、
連
絡
協
議
会

１
１
６
名
、
学
術
大
会
が
１

６
９
名
。
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に
、
全
国
の
医
師

会
か
ら
の
日
本
医

師
会
災
害
医
療
チ

ー
ム
（
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）

の
派
遣
協
力
に
対

し
て
謝
意
を
示
し

た
。そ

の
後
、
松
本

会
長
は
、
令
和
５

年
度
に
退
職
と
な

る
県
医
師
会
の
事

務
局
長
へ
感
謝
と

労
い
の
言
葉
を
掛

け
た
上
で
、
昨
年

12
月
１
日
時
点
の

会
員
調
査
数
に
お

い
て
17
万
５
９
０

０
人
を
突
破
、
一

年
間
で
２
０
０
０

人
増
の
成
果
を
上
げ
た
と
し

て
、
組
織
強
化
へ
の
尽
力
に

謝
意
を
述
べ
つ
つ
、
「
今
後

は
、
こ
れ
か
ら
臨
床
研
修
医

に
な
る
人
に
焦
点
を
当
て
る

と
と
も
に
、
異
動
の
あ
る
医

師
の
入
会
継
続
に
向
け
た
支

援
な
ど
が
重
要
に
な
る
」
と

強
調
。
具
体
的
に
は
、
「
病

院
一
つ
一
つ
を
訪
問
し
、
顔

を
合
わ
せ
て
説
明
を
行
う
と

い
っ
た
取
り
組
み
が
大
切
」

と
述
べ
、
引
き
続
き
の
組
織

強
化
に
向
け
た
力
添
え
を
求

め
た
。

続
い
て
、
令
和
５
年
度
に

退
職
と
な
る
、江
尻
善
壽（
茨

城
県
）、
北
川
龍
郎
（
石
川

県
）、
古
田
正
典
（
愛
知
県
）
、

加
藤
敦
央
（
三
重
県
）、
海

老
塚
聖
也
（
岡
山
県
）、
荒

木
敏
明
（
広
島
県
）、
久
保

審
持
（
鹿
児
島
県
）
各
県
医

師
会
事
務
局
長
に
対
し
て
、

松
本
会
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
、
久
保
氏
か
ら
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
（
写
真
）
。

引
き
続
き
、
釜

常
任
理

事
が
「
医
師
会
組
織
強
化
に

向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
」

と
し
て
、
昨
年
12
月
１
日
時

点
の
日
本
医
師
会
会
員
数
等

に
つ
い
て
触
れ
た
上
で
、
新

た
に
作
成
し
た
『
日
本
医
師

会
入
会
案
内
冊
子
』を
紹
介
。

本
冊
子
の
見
直
し
に
当
た
っ

て
は
、
「
医
師
会
活
動
の
意

義
の
強
調
・
明
確
化
」
「
実

際
の
医
師
会
活
動
の
見
え
る

化
」
「
会
員
サ
ー
ビ
ス
等
の

メ
リ
ッ
ト
の
明
確
化
」
の
三

つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
留
意
し
た

と
し
て
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
概
説
し
た
。

ま
た
、
笹
本
洋
一
常
任
理

事
は
新
会
員
情
報
シ
ス
テ
ム

の
開
発
進
捗
状
況
や
機
能
に

つ
い
て
報
告
し
た
。
新
シ
ス

テ
ム
は
全
て
の
医
師
会
を
利

用
対
象
に
す
る
こ
と
で
三
層

構
造
（
四
層
構
造
）
を
実
現

し
、
各
々
の
所
属
会
員
の
管

理
が
可
能
と
な
る
と
強
調
。

具
体
的
に
は
、
医
師
自
ら
が

登
録
情
報
を
管
理
で
き
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
上
で
入
退
会
や
異
動
等

の
手
続
き
が
簡
単
に
行
え
る

他
、
各
医
師
会
は
所
属
会
員

の
登
録
情
報
の
管
理
と
申
請

を
タ
イ
ム
リ
ー
に
把
握
・
処

理
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト

を
紹
介
し
た
。

そ
の
他
、
新
シ
ス
テ
ム
の

開
発
や
移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
報
告
す
る
と
と
も

に
、
新
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

説
明
会
の
参
加
・
開
催
、
複

写
式
用
紙
の
廃
止
等
に
関
し

て
の
協
力
を
求
め
た
。

次
に
、
釜

常
任
理
事
か

月
23
～
25
日
に
学
術
講
演
会

（
学
術
展
示
は
同
月
22
日
か

ら
）
を
、
う
め
き
た
エ
リ
ア

で
３
月
20
～
28
日
に
一
般

（
市
民
向
け
）
展
示
を
行
う

こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

開
催
ま
で
お
よ
そ
３
年
と
な

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
回
の

記
者
発
表
で
は
総
会
の
概
要

や
方
向
性
に
つ
い
て
説
明
が

な
さ
れ
た
。

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
し
た
松

本
吉
郎
会
長
は
、
元
日
に
発

生
し
た
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
に
お
い
て
、
犠
牲
に
な

ら
れ
た
方
々
に
心
か
ら
の
哀

悼
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、

発
災
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
報
道

を
続
け
て
き
た
報
道
関
係
者

の
方
々
へ
敬
意
を
示
し
た
。

そ
の
上
で
、
２
０
２
５
年

に
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
る
大

阪
・
関
西
万
博
の
テ
ー
マ
が
、

医
学
・
医
療
に
も
直
結
す
る

「
い
の
ち
」
で
あ
る
こ
と
に

触
れ
、
同
じ
く
大
阪
で
２
年

後
に
開
催
さ
れ
る
本
総
会
に

加
齢
と
と
も
に
睡
眠
の
変

化
を
実
感
す
る
。
早
寝
早
起

き
、
中
途
覚
醒
、
熟
眠
感
の

低
下
な
ど
で
あ
る
。

良
質
な
睡
眠
が
、
健
康
維

持
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
意

識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
、
10
時
半
頃
に
は
床
に
入

り
、
６
時
前
に
は
起
床
し
て

い
る
。
こ
の
睡
眠
覚
醒
リ
ズ

ム
が
身
に
付
く
と
、
不
思
議

な
も
の
で
念
の
た
め
に
強
力

な
目
覚
ま
し
時
計
を
セ
ッ
ト

す
る
が
、
起
床
予
定
時
間
の

10
分
ほ
ど
前
に
は
自
然
に
目

覚
め
、
不
快
な
ア
ラ
ー
ム
音

を
聞
く
こ
と
は
滅
多
に
な

い
。ま

た
、
若
い
頃
は

平
日
の
睡
眠
不
足

（
睡
眠
負
債
）
を
休

日
に
取
り
戻
そ
う
と

「
寝
だ
め
」
を
し
た
り
も
し

た
が
、
今
で
は
１
度
目
覚
め

た
後
に
長
く
寝
る
こ
と
が
苦

痛
で
起
き
て
し
ま
う
。

「
睡
眠
休
養
感
」
と
は
、

睡
眠
で
休
養
が
取
れ
て
い
る

感
覚
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る

が
、
毎
日
７
時
間
半
ほ
ど
寝

て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
が
な

か
な
か
実
感
で
き
ず
疲
れ
が

取
れ
な
い
。
Ｔ
Ｖ
コ
マ
ー
シ

ャ
ル
な
ど
に
釣
ら
れ
て
枕
や

マ
ッ
ト
レ
ス
を
買

い
替
え
た
り
す
る

が
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
。
そ
の
た

め
、
家
に
は
高
価
な
枕
な
ど

の
寝
具
ば
か
り
増
え
て
い

く
。晩

酌
は
寝
つ
き
に
は
良
い

が
、
飲
み
過
ぎ
る
と
口
喝
、

尿
意
と
共
に
早
朝
に
目
覚
め

気
分
が
悪
い
。
睡
眠
研
究
に

お
い
て
、「
睡
眠
休
養
感
」
の

良
し
悪
し
が
心
筋
梗
塞
、
狭

心
症
、
心
不
全
な
ど
の
心
血

管
疾
患
の
発
症
率
、
肥
満
、
糖

尿
病
、
脂
質
異
常
症
な
ど
の

生
活
習
慣
病
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
、
更
に
は
、
死
亡
リ
ス

ク
の
増
加
と
関
連
し
て
い
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

日
頃
、
不
眠
症
の
患
者
さ

ん
に
睡
眠
衛
生
の
指
導
を
し

な
が
ら
、
自
分
は
「
睡
眠
休

養
感
」
の
更
な
る
向
上
を
目

指
し
て
試
行
錯
誤
し
て
い

る
。 

（
榮
）

睡
眠
休
養
感

対
す
る
市
民
の
関
心
が
今
以

上
に
高
ま
り
、
時
宜
を
得
た

開
催
に
な
る
こ
と
に
期
待
感

を
示
し
た
。

門
脇
孝
日
本
医
学
会
長

は
、
医
学
に
関
す
る
科
学
及

び
技
術
の
研
究
促
進
を
図

り
、
医
学
・
医
療
の
水
準
の

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
日
本
医
学
会
の
活

動
の
中
で
も
、
最
も
重
要
な

活
動
の
一
つ
が
本
総
会
の
開

催
で
あ
る
と
強
調
。「
医
学
・

医
療
を
総
合
的
に
考
え
る
場

は
本
総
会
以
外
に
な
く
、
医

療
の
倫
理
に
つ
い
て
も
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
大
変
重

要
な
場
と
も
な
っ
て
お
り
、

全
力
で
支
援
を
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
第
32
回
日
本
医

学
会
総
会
の
会
頭
を
務
め
る

澤
芳
樹
大
阪
大
学
名
誉
教
授

／
大
阪
警
察
病
院
長
が
、
本

総
会
の
会
期
や
概
要
を
説

明
。
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
な
ど
の
技
術
革
新

を
核
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
革
命

が
進
行
し
、
医
学
・
医
療
も

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
中
で
、
近
年
の
地
球
温
暖

化
や
地
球
規
模
の
環
境
汚
染

に
よ
っ
て
、
歴
史
の
転
換
点

に
立
た
さ
れ
て
い
る
人
類
が
、

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
の
観
点

で
よ
り
良
い
未
来
を
選
択
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る

と
考
え
、
本
テ
ー
マ
を
総
会

の
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
と
説

明
。
「
会
期
中
に
は
、
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
一
堂
に
会

し
て
医
学
・
医
療
を
め
ぐ
る

未
来
像
に
つ
い
て
広
く
分
野

横
断
的
に
討
議
し
、
レ
ガ
シ

ー
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」

と
そ
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

ま
た
、
特
別
講
演
の
演
者

と
し
て
、
カ
タ
リ
ン
・
カ
リ

コ
氏
、
ド
リ
ュ
ー
・
ワ
イ
ス

マ
ン
氏
、
山
中
伸
弥
氏
（
決

定
）
、
山
極
壽
一
氏
の
登
壇

を
依
頼
し
た
い
と
考
え
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

新
谷
康
同
幹
事
長
（
大
阪

大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

呼
吸
器
外
科
学
教
授
）
は
、

各
委
員
会
で
の
準
備
状
況
を

概
説
。
そ
の
中
で
は
、（
１
）

産
業
医
セ
ッ
シ
ョ
ン
実
施
と

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
の
設
置
、

（
２
）
各
分
科
会
及
び
産
業
医

の
認
定
単
位
の
依
頼
、
（
３
）

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
登
録

の
実
施
、
（
４
）
一
般
展
示
は

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ま
で
テ
ー
マ
を

広
げ
た
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
、
（
５
）
Ｘ
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

開
設
、
（
６
）
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
学

術
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
（
７
）
働
き

方
改
革
に
関
連
し
た
展
示
内

容

─
な
ど
の
検
討
を
進
め

て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

退
職
事
務
局
長
７
名
に
感
謝
状
を
贈
呈

令
和
５
年
度
都
道
府
県
医
師
会
事
務
局
長
連
絡
会

「
第
32
回
日
本
医
学
会
総

会
」
の
記
者
発
表
が
２
月
21

日
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催
さ
れ
た
。

本
総
会
は
、
「
医
学
の
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
～
み
ら
い
へ
の

挑
戦
と
貢
献
～
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
大
阪
市
内
の
中
之

島
エ
リ
ア
で
２
０
２
７
年
４

第32回日本医学会総会　第１回記者発表会

「医学のレジリエンス～みらいへの挑戦と貢献～」
                     をテーマに2027年に開催

令
和
５
年
度
都
道
府
県
医

師
会
事
務
局
長
連
絡
会
が
２

月
16
日
、
日
本
医
師
会
館
小

講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。

釜

敏
常
任
理
事
の
司
会

で
開
会
。
冒
頭
、
あ
い
さ
つ

し
た
松
本
吉
郎
会
長
は
、
ま

ず
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
の
犠
牲
者
へ
の
お
悔
や
み

及
び
被
災
者
へ
の
お
見
舞
い

の
言
葉
を
述
べ
る
と
と
も

ら
、
来
年
度
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
（
１
）
新
臨

床
研
修
医
を
始
め
と
し
た
会

費
減
免
対
象
者
の
入
会
促

進
、
（
２
）
臨
床
研
修
終
了

後
の
異
動
手
続
き
の
徹
底
・

入
会
継
続
、
（
３
）
会
費
減

免
期
間
終
了
後
の
入
会
継
続

─
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

（
１
）
で
は
、
臨
床
研
修

医
の
在
籍
状
況
・
入
会
率
の

把
握
や
臨
床
研
修
医
を
対
象

と
し
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
開
催
等
を
、（
２
）で
は
、

臨
床
研
修
終
了
後
、
Ｃ
会
員

か
ら
Ｂ
会
員
へ
の
異
動
を
漏

れ
な
く
行
う
こ
と
や
、
Ｂ
会

員
へ
の
異
動
に
際
し
、
医
学

部
卒
後
５
年
間
は
会
費
減
免

と
な
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と

周
知
す
る
こ
と
を
、（
３
）
で

は
、
臨
床
研
修
医
や
専
攻
医

の
在
籍
状
況
を
活
用
し
て
入

会
を
継
続
し
て
も
ら
う
よ
う

働
き
掛
け
る
こ
と
や
、
医
師

会
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み

の
実
施
等
を
呼
び
掛
け
た
。

ま
た
、
継
続
的
な
組
織
強

化
に
向
け
て
は
、
①
組
織
強

化
に
取
り
組
む
た
め
の
仕
組

み
づ
く
り
②
三
層
全
て
の
医

師
会
へ
の
入
会
と
、
開
業
医

に
つ
い
て
は
廃
業
後
も
医
師

会
員
と
し
て
残
っ
て
も
ら
う

た
め
の
取
り
組
み

─
を
求

め
た
。

最
後
に
釜

常
任
理
事

は
、
「
入
会
促
進
に
当
た
っ

て
は
、face to face

の
取

り
組
み
が
重
要
で
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や
仕
組

み
づ
く
り
に
つ
い
て
ご
検

討
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
述
べ
、
連
絡
会
は
終

了
と
な
っ
た
。
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今
年
度
２
回
目
と
な
る
、

第
30
回
日
本
臨
床
分
科
医
会

代
表
者
会
議
が
２
月
21
日
、

日
本
医
師
会
館
小
講
堂
で
開

催
さ
れ
、
日
本
医
師
会
か
ら

は
松
本
吉
郎
会
長
を
始
め
と

し
た
役
員
が
出
席
。
分
科
医

会
か
ら
は
日
本
臨
床
内
科
医

会
を
始
め
12
医
会
の
会
長
等

代
表
者
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
意
見
表
明
や
問
題
提
起

と
と
も
に
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
、
活
発
な
討
議
が
交
わ
さ

れ
た
。

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
し
た
菅

原
正
弘
日
本
臨
床
内
科
医
会

長
は
、
昨
年
５

月
に
日
本
臨
床

内
科
医
会
長
に

就
任
し
た
際
、

松
本
会
長
を
訪

問
し
、
医
会
の

活
動
状
況
の

「
日
医
ニ
ュ
ー

ス
」
へ
の
掲
載

を
依
頼
し
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹

介
。
松
本
会
長

は
こ
の
要
望
を

快
諾
し
、
前
回

の
会
議
（
令
和

５
年
10
月
26
日

開
催
）
の
模
様

が
第
１
４
９
２

号
に
掲
載
さ
れ

た
他
、
来
年
度

に
も
全
13
医
会

の
活
動
を
紹
介

す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
報

告
し
た
。

続
い
て
あ
い
さ
つ
し
た
松

本
会
長
は
、
今
回
の
会
議
が

医
療
界
に
と
っ
て
充
実
し
た

内
容
と
な
る
こ
と
に
期
待
感

を
示
し
た
。

12
の
医
会
か
ら
現
状
に
対

す
る
問
題
提
起
を
受
け
る

そ
の
後
、
各
医
会
か
ら
意

見
の
表
明
や
問
題
提
起
等
が

行
わ
れ
た
。

白
根
雅
子
日
本
眼
科
医
会

長
は
、
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
の
被
災
地
に
眼
科
医
療

支
援
車
両
「
ビ
ジ
ョ
ン
バ
ン
」

を
派
遣
し
、
現
地
で
90
名
弱

の
被
災
者
を
診
療
し
た
こ
と

を
報
告
。
そ
の
上
で
、
今
後

の
災
害
等
の
発
生
に
備
え
、

各
医
会
が
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
に

迅
速
に
参
加
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
を
要
望
し
た
。

そ
の
他
、
医
療
機
関
に
対

す
る
ネ
ッ
ト
上
の
悪
意
あ
る

書
き
込
み
等
へ
の
日
本
医
師

会
の
対
応
に
つ
い
て
質
問
。

長
島
公
之
常
任
理
事
は
「
大

き
な
問
題
と
捉
え
て
お
り
、

厚
生
労
働
省
等
を
通
じ
て
問

題
提
起
を
行
っ
て
い
く
」
と

の
意
向
を
示
し
た
。

石
渡
勇
日
本
産
婦
人
科
医

会
長
は
、
依
然
と
し
て
接
種

率
が
低
い
状
態
に
あ
る
わ
が

国
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
の
認
知
度
向
上
に
対

す
る
協
力
を
求
め
る
と
と
も

に
、
男
性
も
接
種
対
象
と
す

る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
説
明

し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
濵
口
欣
也

常
任
理
事
は
、
日
本
医
師
会

と
し
て
昨
年
12
月
14
日
、
武

見
敬
三
厚
労
大
臣
に
日
本
産

婦
人
科
医
会
、
日
本
産
科
婦

人
科
学
会
と
の
連
名
で
「
子

宮
頸
が
ん
排
除
へ
の
施
策
に

関
す
る
要
望
書
」
を
提
出
し

た
こ
と
を
紹
介
。
更
に
、
今

後
に
つ
い
て
は
予
防
接
種
事

業
の
実
施
主
体
で
あ
る
地
方

自
治
体
へ
の
働
き
掛
け
、
個

別
周
知
の
徹
底
、
診
療
科
の

枠
を
超
え
た
活
動
、
行
政
及

び
市
町
村
議
員
と
協
力
し
た

活
動
や
学
校
へ
の
協
力
要
請

が
重
要
と
の
認
識
を
示
し
た
。

福
與
和
正
日
本
臨
床
耳
鼻

咽
喉
科
医
会
長
は
、
難
聴
の

啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
推
進

し
て
い
る
こ
と
や
、
30
年
ぶ

り
に
改
訂
さ
れ
た
『
騒
音
障

害
防
止
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
』
を
紹
介
。
「
患
者
で

聞
き
返
し
が
増
え
て
き
た
と

感
じ
た
場
合
に
は
耳
鼻
咽
喉

科
に
紹
介
す
る
な
ど
、
必
要

な
医
療
に
つ
な
げ
て
欲
し

い
」
と
要
望
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
神
村
裕
子

常
任
理
事
は
、
産
業
医
の
立

場
か
ら
、
労
働
者
の
安
全
確

保
の
た
め
に
は
非
常
に
重
要

な
改
訂
と
の
認
識
を
示
し
、

日
本
医
師
会
と
し
て
今
後
も

連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
意

向
を
示
し
た
。

伊
藤
隆
一
日
本
小
児
科
医

会
長
は
、
地
方
在
住
の
子
ど

も
達
が
都
会
同
様
の
小
児
医

療
を
受
け
ら
れ
な
い
状
態
が

起
き
て
い
る
こ
と
を
憂
慮
す

る
と
と
も
に
、
出
生
率
低
下
、

妊
産
婦
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
、
海
外
と
比
較
し
て
少
な

い
小
児
健
診
の
回
数
等
の
問

題
点
を
指
摘
。

こ
れ
に
対
し
、
渡
辺
弘
司

常
任
理
事
は
、
母
子
保
健
、

小
児
医
療
に
関
す
る
施
策
の

推
進
の
た
め
に
は
地
域
医
師

会
へ
の
働
き
掛
け
が
欠
か
せ

な
い
と
強
調
。
母
子
の
心
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
日
本
医

師
会
が
ハ
ブ
と
な
っ
て
文
部

科
学
省
と
こ
ど
も
家
庭
庁
の

間
を
つ
な
ぐ
な
ど
、
連
携
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
し

た
。長

谷
川
利
雄
日
本
臨
床
整

形
外
科
学
会
副
理
事
長
は
、

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
フ
レ
イ
ル
の
相
違
と
共

通
点
を
概
説
し
た
他
、
小
・

中
学
校
の
児
童
生
徒
の
運
動

能
力
が
令
和
元
年
度
か
ら
低

下
傾
向
に
あ
る
要
因
に
つ
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
も
考
え
ら
れ

る
こ
と
を
報
告
し
た
。

三
木
和
平
日
本
精
神
神
経

科
診
療
所
協
会
長
は
、
現
在
、

国
内
で
６
０
０
万
人
超
と
さ

れ
る
精
神
疾
患
患
者
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域

で
の
ケ
ア
の
受
け
皿
に
な
る

診
療
所
の
充
実
が
重
要
と
の

認
識
を
示
し
た
他
、
精
神
科

に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

に
つ
い
て
、
初
診
は
対
面
で

行
う
等
の
原
則
を
守
り
、
安

易
な
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
拡

大
に
は
反
対
す
る
姿
勢
を
示

し
た
。

長
島
常
任
理
事
は
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
に
つ
い
て
、
中
医

協
に
お
い
て
は
「
利
便
性
の

み
を
重
視
し
て
安
易
な
拡
大

を
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
い

う
点
は
診
療
・
支
払
両
側
の

共
通
認
識
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
報
告
。
今
後
も
同
様
の

考
え
方
で
議
論
に
臨
ん
で
い

く
と
し
た
。

嘉
山
孝
正
日
本
臨
床
脳
神

経
外
科
協
会
理
事
長
は
、
各

医
会
か
ら
の
要
望
等
を
中
医

協
に
つ
な
げ
る
シ
ス
テ
ム
や
、

医
療
現
場
に
お
け
る
働
き
方

改
革
の
推
進
状
況
を
共
有
す

る
仕
組
み
の
構
築
を
求
め
る

と
と
も
に
、
日
本
医
師
会
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、
各
医
会
か
ら
の
要
望
等

を
国
に
伝
え
て
欲
し
い
と
要

請
し
た
。

こ
の
要
望
に
対
し
て
、
松

本
会
長
は
一
定
の
理
解
を
示

し
、
国
と
の
や
り
取
り
を
し

て
い
く
上
で
は
組
織
強
化
が

欠
か
せ
な
い
と
強
調
。
更
に

今
後
も
デ
ー
タ
偏
重
で
は
な

い
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り

添
っ
た
医
療
を
心
掛
け
、
現

場
の
声
に
基
づ
い
て
中
医
協

な
ど
の
場
で
主
張
し
て
い
く

考
え
を
示
し
た
。

清
原
久
和
日
本
臨
床
泌
尿

器
科
医
会
長
は
、
介
護
・
福

祉
施
設
か
ら
入
院
に
移
行
す

る
原
因
の
第
二
位
に
「
尿
路

感
染
症
」
が
あ
る
こ
と
を
紹

介
し
、
予
防
的
な
観
点
を
も

っ
て
尿
路
感
染
症
を
起
こ
さ

せ
な
い
工
夫
が
必
要
だ
と
指

摘
。
そ
の
他
、
男
性
の
更
年

期
障
害
に
つ
い
て
、
他
科
か

ら
泌
尿
器
科
に
つ
な
げ
る
必

要
性
に
も
言
及
し
た
。

江
藤
隆
史
日
本
臨
床
皮
膚

科
医
会
長
は
、
能
登
半
島
地

震
を
契
機
と
し
て
、
迅
速
な

対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
地

域
単
位
の
チ
ー
ム
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
他
、
令
和
７
年

２
月
を
め
ど
に
法
人
化
を
目

指
し
て
定
款
等
を
作
成
し
て

い
る
こ
と
を
報
告
。
ま
た
、

在
宅
医
療
に
お
け
る
皮
膚
科

専
門
医
と
在
宅
医
の
連
携
に

つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

るD to D

型
の
遠
隔
診
療
支

援
に
つ
い
て
も
保
険
適
用
と

な
る
よ
う
、
厚
労
省
と
意
見

交
換
を
継
続
し
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
細
川
秀
一

常
任
理
事
は
、
災
害
援
助
活

動
へ
の
参
加
に
感
謝
の
意
を

示
す
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

と
し
て
登
録
、
参
加
す
る
こ

と
で
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
保
険
の
適
用

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を

説
明
し
た
。

山
田
惠
日
本
放
射
線
科
専

門
医
会
・
医
会
理
事
長
は
、

世
界
的
に
放
射
線
科
医
が
不

足
し
て
お
り
、
日
本
も
例
外

で
は
な
い
こ
と
を
紹
介
。
そ

の
原
因
と
し
て
、
放
射
線
科

医
を
希
望
す
る
研
修
医
の
少

な
さ
や
働
き
方
改
革
を
挙

げ
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
、

放
射
線
技
師
に
よ
る
読
影
補

助
等
が
必
要
に
な
る
と
の
認

識
を
示
す
一
方
、
Ａ
Ｉ
に
よ

る
読
影
補
助
の
広
が
り
に
は

警
鐘
を
鳴
ら
し
、
一
定
の
歯

止
め
が
必
要
と
指
摘
し
た
。

武
田
純
三
日
本
麻
酔
科
医

会
連
合
代
表
理
事
は
、
「
術

中
麻
酔
管
理
領
域
」
パ
ッ
ケ

ー
ジ
研
修
を
受
け
た
特
定
行

為
研
修
修
了
看
護
師（
以
下
、

特
定
看
護
師
）
に
対
し
、
医

師
が
不
適
切
な
「
診
療
の
補

助
」
の
指
示
を
行
い
、
術
中

麻
酔
管
理
業
務
を
担
わ
せ
る

事
例
が
同
医
会
連
合
に
届
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
。

同
様
の
事
態
を
避
け
る
た

め
、
「
麻
酔
関
連
業
務
に
お

け
る
特
定
行
為
研
修
修
了
看

護
師
の
安
全
管
理
指
針
」
を

策
定
し
、
特
定
看
護
師
の
働

き
方
に
関
す
る
安
全
管
理
体

制
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る

と
し
た
。

菅
原
日
本
臨
床
内
科
医
会

長
は
、
公
費
接
種
の
実
施
主

体
が
市
町
村
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
郡
市
区
等
医
師
会
の
活

動
が
非
常
に
重
要
に
な
る
と

し
た
上
で
、
郡
市
区
等
医
師

会
単
位
で
公
費
助
成
を
受
け

ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

要
望
。
ま
た
、
同
会
で
作
成

し
た
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
を
書

面
で
明
ら
か
に
す
る
た
め
の

小
冊
子
（
同
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
開
）
の
活
用
を
求

め
た
。

第
30
回
日
本
臨
床
分
科
医
会
代
表
者
会
議

各
医
会
の
取
り
組
み
発
表
を
基
に

                                  

医
療
界
の
諸
問
題
を
議
論

お知らせ

　日本臨床分科医会所属の13の医会
の活動の詳細を日医ニュース4月5日
号より、数回に分けて紹介していく予
定です。ぜひ、ご一読願います。

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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日本眼科医会
①1930年②国民に最善の眼科医療を提供し、保健・福祉の向上に寄与す
ることを目的とする③眼科医④15,184人⑤社会への正確な眼科医療情報の
啓発と、会員（眼科標榜医のほとんどが加入）に向けて情報伝達を行う
とともに、関連諸団体と連携し眼科学及び眼科医療に関する調査研究、
公衆衛生活動、会員の倫理高揚及び資質向上を図る

会長：白根 雅子
事務局E-M：soumu@gankaikai.or.jp

日本臨床内科医会
①1985年②実地内科医の卒後研修の場、研究発表の場、医療保険制度に
おける適切な評価③内科を標榜するすべての医師、産業医④13,000人⑤全
国都道府県内科医会と連結。内科標榜医の生活の基盤となる会。学術以
外に、医療、保険、福祉など幅広い知識を持った実地内科医を育成。IRB
を保有し、会員の臨床研究をサポート

会長：菅原 正弘
事務局E-M：jpa@nichirinnai.jp

日本精神神経科診療所協会
①1974年②地域精神保健・医療・福祉の向上、医療環境の確保、医療支
援③精神科を標榜する診療所管理医師または準ずる医師、本協会事業を
賛助する個人又は団体④1,661人⑤精神科診療所の資質向上、デイケア、
認知症、女性精神科医療、産業メンタルヘルス、児童青少年、自殺対策、
依存症対策、地域包括ケア等の分野の検討や医療連携体制をサポート

会長：三木 和平
事務局E-M：office@japc.or.jp

日本臨床外科学会
①1937年②臨床外科学及び外科医療の進歩発展を図り、関連学会との連
携を行う③医師で本会の目的に賛同した者④17,083名⑤本会設立当時、大
学からの動物実験などによる先端的な研究が重視され、外科臨床に関す
る一般病院からの研究報告が軽視される傾向があった。これに不満を抱
いた外科開業医らが中心となって設立された

会長：万代 恭嗣
事務局E-M：nichiringe@ace.ocn.ne.jp

日本臨床脳神経外科協会（学会）
①1998年②第一線脳神経外科医療の水準を高め、その普及と発展に貢献
する。③②の趣旨に賛同する人は会員となれるが、いわゆる会の運営会
員は施設会員である。施設会員は脳神経外科医療を主体とした病院の管
理医師、開設者医師、医療機関の代表医師に限る④約300名⑤脳神経外科
学の医療の研

けんさん

鑽のみならず、メディカルスタッフの研修も行う

理事長：嘉山 孝正
事務局E-M：jansclinics@mx8.tiki.ne.jp

日本産婦人科医会
①1949年②母子の生命健康を保持・増進、もって国民の保健の向上に寄
与③母体保護法による指定医師及び産婦人科医師その他の医師をもって
組織④約12,000名⑤ライフステージに寄り添い外科から内科的治療まで幅
広く、RHRの概念の下、周産期医療、婦人科がん予防・治療、包括的性
教育、プレコンセプションケアに注力する

会長：石渡 勇
事務局E-M：jimu@jaog.or.jp

日本臨床泌尿器科医会
①1998年②日常の一般泌尿器科診療の質と社会的評価の向上、保険診療
の充実と経済的社会的基盤の強化・充実を図る③正会員は当会の設立運
営に賛同する医師④1,500人⑤泌尿器科保険診療についての活動、外保連、
内保連、日本医師会診療報酬検討委員会に参加、社保国保審査委員会の
開催。その他勤務医開業医の日常諸問題検討。学術集会の開催後援。ホー
ムページ、Xで積極的に情報発信。全国21都道府県医会との連携

会長：清原 久和
事務局E-M：ikaioffice@uro-ikai.jp

日本臨床耳鼻咽喉科医会
①2020年②耳鼻咽喉科臨床の発展に寄与するとともに地域医療及び社会
福祉に貢献する③耳鼻咽喉科の医療機関の開設者、管理者またはそれに
準ずる者及び勤務者④約7,200名⑤各都道府県耳鼻咽喉科医会と連携を取
り、実地医家の意向を反映しながら、医療の構築を図り、地域医療の充
実と社会福祉に貢献する。更には学会と協働して次世代の耳鼻咽喉科医
の育成を図る

会長：福與 和正
事務局E-M：office@jibikaikai.or.jp

日本臨床皮膚科医会
①1984年②生涯学習と医療技術適正評価の実現③公益社団法人日本皮膚
科学会の会員で皮膚科診療に従事している医師④4,450名⑤全国47都道府
県支部皮膚科医会と連携を取り、診療報酬、医療制度、学校保健や在宅
医療の問題に取り組み、年6回の会誌発行で広報活動も活発に実施。11月
12日の皮膚の日には、皮膚疾患啓発活動。最近では、勤務医の活性化を
目指した活動も開始

会長：江藤 隆史
事務局E-M：jocd@ace.ocn.ne.jp

日本小児科医会
①1984年②小児の医療、保健及び福祉の充実、向上を図る事業を行い、
小児の心身の健全な発達に寄与する③小児科を標榜する全ての医師④
5,000人⑤本会の「子どもの心の相談医制度」「地域総合小児医療認定医制
度」を熟成し会員の医術向上を図る。また、今年は本会要望「成育期を
通じた切れ目のない個別健診」の社会実装化へ一歩動き始める

会長：伊藤 隆一
事務局E-M：info@jpa-office.org

日本放射線科専門医会・医会
①1973年②放射線医療の発展を通して国民の健康と福祉に貢献する③放
射線科専門医及びそれを目指す者④5,650人⑤専門医のレベル向上を目指
して年に2回、全国規模のセミナーを開催。その他に保険、福祉、行政な
どに対し幅広い知識を有する放射線科医を育成している。隔月発行のジ
ャーナルを有しており、日本語と英語の論文を掲載している

理事長：山田 惠
事務局E-M：office@jcr.or.jp

日本臨床整形外科学会
①1974年②整形外科の調査・研究を促進し、広くその進展普及を図り、
国民の保健・医療・福祉に貢献する③整形外科を主たる標榜科とする私
的病院・診療所の開設者またはその勤務医である者④5,632人⑤都道府県
臨床整形外科医会との連携、ロコモ対策、介護予防、学童期の運動器の
健康増進などの予防医療や早期介入による健康維持活動

理事長：新井 貞男
事務局E-M：office@jcoa.sakura.ne.jp

日本麻酔科医会連合
①2021年②日本麻酔科学会の活動を支援し、麻酔科医の社会的地位の向
上を図る③日本麻酔科学会、関連学会、地区麻酔科医会、麻酔科医④団
体13･個人6名⑤基本会員は日本麻酔科学会、関連学会、地区医会で、意
見集約、麻酔関連事案の方針・施策の検討や、海外交流・支援など公益
法人日本麻酔科学会に制約のある事業を行う

代表理事：武田 純三
事務局E-M：office@jfanesth.jp

　今号では、日本臨床分科医会代表者会議所属の13の医会につい
て、①設立年度②設立の趣旨③対象者④会員数⑤特徴─を紹
介します。詳細は各医会のホームページをご参照願います。

※会長、理事長、代表理事名は令和6年3月20日現在
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フォト、エッセー部門の
　　　　　　　入賞作品を表彰

第７回「生命を見つめるフォト＆エッセー」表彰式
い の ち

第
７
回
「
生
命
を
見
つ
め

る
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」（
日

本
医
師
会
・
読
売
新
聞
社
主

催
、
厚
生
労
働
省
・
文
部
科

学
省
後
援
、
東
京
海
上
日
動

火
災
保
険
株
式
会
社
、
東
京

海
上
日
動
あ
ん
し
ん
生
命
保

険
株
式
会
社
協
賛
）
の
表
彰

式
が
２
月
17
日
、
都
内
で
開

催
さ
れ
た
。

本
事
業
は
長
年
に
わ
た
り

実
施
し
て
き
た
「
『
生
命
を

見
つ
め
る
』
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」
と
「
『
心
に
残
る
医

療
体
験
記
』
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
統
合
、
平
成
29
年
度
よ
り

新
た
に
開
始
し
た
も
の
で
、

７
回
目
を
迎
え
る
今
回
も
多

く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
。

冒
頭
、
公
務
に
よ
り
欠
席

し
た
松
本
吉
郎
会
長
に
代
わ

り
、
主
催
者
を
代
表
し
て
あ

い
さ
つ
し
た
黒
瀨
巌
常
任
理

事
は
、
多
数
の
応
募
へ
の
謝

意
を
示
し
た
上
で
、
「
入
賞

作
品
を
拝
見
し
て
改
め
て
生

命
や
絆
の
大
切
さ
に
気
付
か

さ
れ
、
深
い
感
銘
を
受
け
た
」

と
述
べ
、
受
賞
者
へ
の
祝
意

を
表
し
た
。

ま
た
、
元
日
に
起
き
た
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
つ

い
て
触
れ
、
多
く
の
日
本
医

師
会
員
が
日
本
医
師
会
災
害

医
療
チ
ー
ム
（
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）

と
し
て
被
災
地
に
赴
き
、
被

災
者
の
支
援
を
現
在
も
行
っ

て
い
る
こ
と
を
説
明
し
、「
日

本
医
師
会
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
国
民
の
皆
さ
ん
の
生
命

と
健
康
を
守
る
た
め
、
各
地

域
の
医
師
を
始
め
と
す
る
医

療
従
事
者
の
活
動
を
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
く
」
と
述
べ
た
。

浅
沼
一
成
厚
労
省
医
政
局

長
、
大
滝
一
登
文
科
省
初
等

中
等
教
育
局
視
学
官
他
の
祝

辞
に
続
い
て
、
黒
瀨
常
任
理

事
が
、
フ
ォ
ト
部
門
２
８
８

７
点
、
エ
ッ
セ
ー
部
門
１
４

５
６
編
の
応
募
が
あ
っ
た
こ

と
を
始
め
、
審
査
の
詳
細
等

も
含
め
た
経
過
報
告
を
行
っ

た
。引

き
続
き
表
彰
に
入
り
、

ま
ず
、
フ
ォ
ト
部
門
「
一
般

の
部
」
で
は
厚
生
労
働
大
臣

賞
、
日
本
医
師
会
賞
、
読
売

新
聞
社
賞
各
１
名
、
審
査
員

特
別
賞
１
名
の
受
賞
者
（
審

査
員
特
別
賞
１
名
、
入
選
２

名
欠
席
）
、「
小
中
高
生
の
部
」

の
文
部
科
学
大
臣
賞
１
名
、

優
秀
賞
３
名
の
受
賞
者
に
、

そ
れ
ぞ
れ
賞
状
・
副
賞
が
授

与
さ
れ
た
後
、
エ
ッ
セ
ー
部

門
「
一
般
の
部
」
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
大
臣
賞
、
日

本
医
師
会
賞
、
読
売
新
聞
社

賞
各
１
名
、
審
査
員
特
別
賞

２
名
、
入
選
２
名
の
受
賞
者
、

続
い
て
、
「
中
高
生
の
部
」

並
び
に
「
小
学
生
の
部
」
の

文
部
科
学
大
臣
賞
２
名
、
優

秀
賞
５
名
の
受
賞
者
（
「
小

学
生
の
部
」
優
秀
賞
１
名
欠

席
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
・

副
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
審
査
講
評
で

は
、
フ
ォ
ト
部
門
審
査
員
を

代
表
し
て
熊
切
大
輔
日
本
写

真
家
協
会
長
が
、
今
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
が
多
少
落
ち
着

き
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
撮

影
機
会
が
増
え
た
こ
と
で
バ

ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
作
品
が
多

く
、
特
に
表
情
が
豊
か
な
、

い
き
い
き
と
し
た
顔
を
捉
え

た
作
品
が
目
立
っ
た
と
し
た

上
で
、
「
審
査
を
し
て
い
て

楽
し
く
、
希
望
に
満
ち
た
気

持
ち
に
な
っ
た
」
と
述
べ
、

受
賞
者
を
祝
福
し
た
。

ま
た
、
新
年
早
々
、
生
命

の
尊
さ
を
痛
感
す
る
よ
う
な

出
来
事
が
続
い
た
中
で
、〝
記

憶
を
留
め
、
永
遠
に
す
る
〟

媒
体
と
し
て
の
写
真
の
力
を

再
認
識
し
た
と
し
て
、
「
ぜ

ひ
身
近
な
も
の
や
家
族
、
近

所
の
町
並
み
等
の
写
真
を
た

く
さ
ん
撮
り
、
記
憶
に
残
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
受
賞
者

の
今
後
の
活
動
に
期
待
を
寄

せ
た
。

エ
ッ
セ
ー
部
門
で
は
養
老

孟
司
東
京
大
学
名
誉
教
授

が
、
「
知
人
か
ら
、
長
生
き

の
秘
訣
は
『
日
に
一
度
感
動

す
る
こ
と
』
だ
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
が
、
私
は
年
に
一

度
ま
と
め
て
感
動
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
何
度
も
感
動

さ
せ
ら
れ
る
の
で
、
逆
に
寿

命
が
縮
ま
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
し
て
い
る
」
と
選
考

の
大
変
さ
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
「
エ
ッ
セ
ー
と
い
う

短
文
の
中
で
、
私
達
の
日
常

を
上
手
に
表
現
す
る
の
は
非

常
に
難
し
い
が
、
感
動
と
理

屈
を
う
ま
く
あ
ん
ば
い
し
た

よ
う
な
作
品
も
次
回
に
は
ぜ

ひ
読
ん
で
み
た
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
が
盛
ん
に
な
っ
た
時
代
で

は
あ
る
が
短
い
エ
ッ
セ
ー
と

い
う
も
の
は
大
事
な
分
野
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
文
章
を

書
き
続
け
て
欲
し
い
」
と
述

べ
た
。

な
お
、
今
回
の
全
て
の
入

賞
作
品
は
日
本
医
師
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
他
、

冊
子
と
し
て
ま
と
め
、
『
日

医
雑
誌
』
５
月
号
に
同
梱
し

て
送
付
す
る
予
定
と
し
て
い

る
。
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開設者である医療法人が損害賠償請求を受けた場合の備えは大丈夫ですか？
日医医賠責保険は会員個人を対象としているため、法人に対して損害賠償請求を受けた場合、保険金が支払われない場合があります。

日医医賠責特約保険では、開設者である医療法人に対して損害賠償請求がされた場合にも保険金支払い対象となります。

詳しくはこちら

加入を
おすすめする
日医Ａ会員

法人の責任部分の賠償にも備えたい日医Ａ会員
非日医Ａ会員が起こした医療事故につき、開設者・管理者としての賠償にも備えたい日医Ａ会員
高額賠償の支払い（１事故３億円、保険期間中９億円まで）に備えたい日医Ａ会員

公益社団法人 日本医師会 医賠責対策課　　　03-3942-6136（平日9:30～17:30）日本医師会HP　　https://www.med.or.jp/doctor/ibai/

日医医賠責保険の特色を継承し補完する日医Ａ会員の任意加入保険です
日医医賠責特約保険 中途加入のおすすめ

エ
ッ
セ
ー
部
門 

一
般
の
部
　
日
本
医
師
会
賞

「
天
国
か
ら
の
贈
り
物
」

坂さ

か

の野
　
和わ

か

こ

歌
子
　
愛
知
県
・
50
歳

※
年
齢
は
応
募
締
め
切
り
時
点

「ちからをあわせて！」
松
まつま さ

政　亜
あ み

美　大阪府・35歳 ※年齢は応募締め切り時点

フォト部門 一般の部　日本医師会賞

第７回生命を見つめるフォト＆エッセー受賞作品一覧
■フォト部門

賞 部門 作品タイトル 氏名 年齢
厚生労働大臣賞 一般 熱烈大好き 達下 才子 67
日本医師会賞 一般 ちからをあわせて！ 松政 亜美 35
読売新聞社賞 一般 桜の木の下で 古賀 美奈 32
審査員特別賞 一般 歓びの舞 遠山 薫 68
審査員特別賞 一般 穏やかな日 安野 文子 73
入選 一般 スズメのカップル 石山 正昭 74
入選 一般 小さなお田植協力者 山口 元広 68
文部科学大臣賞 小中高 みんなでジャンプ！ 石川 那奈 16
優秀賞 小中高 見つかっちゃった！ 福島 一誠 16
優秀賞 小中高 いつまでもずっと 櫻井 みなみ 18
優秀賞 小中高 鳩の巣づくり 坂元 紀葵 13

■エッセー部門
賞 部門 作品タイトル 氏名 年齢

厚生労働大臣賞 一般 命は続く 松友 寛 59
日本医師会賞 一般 天国からの贈り物 坂野 和歌子 50
読売新聞社賞 一般 いずれの道 西川 かつみ 58
審査員特別賞 一般 よすが 久保 紗佑実 35
審査員特別賞 一般 余命宣告から三十年 矢野 富久味 72
入選 一般 後悔がつなぐ明日 新澤 唯 30
入選 一般 今、そこにあるありふれた奇跡 和田 つばさ 37
文部科学大臣賞 中高生 生命と私、それから皆 山崎 恵里菜 12
優秀賞 中高生 僕は看護師の息子 土井 倫太郎 15
優秀賞 中高生 言葉 福島 悠楽 14
優秀賞 中高生 祖母の「ありがとう」が聞きたくて 奥田 杏 14
文部科学大臣賞 小学生 大切な命 諸根 さつき 12
優秀賞 小学生 君がいてくれるから 蛯原 丈翔 11
優秀賞 小学生 わたしのこと 青山 栞奈 8
優秀賞 小学生 ながいきしてね、おおばあば 大重 明花里 7

拝
啓猛

暑
も
よ
う
や
く
過
ぎ
去

り
、
朝
夕
に
は
秋
の
気
配
が

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
Ｍ
先
生
、
お
元
気
で

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
で
し
ょ

う
か
。

早
い
も
の
で
春
香
が
旅
立

ち
、
３
年
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
先
生
と
春
香
と

の
出
会
い
は
、
２
０
１
３
年

の
秋
で
し
た
。
春
香
は
激
し

い
頭
痛
と
嘔お

う

と吐
に
襲
わ
れ
、

私
た
ち
は
た
ま
ら
ず
救
急
車

を
呼
び
ま
し
た
。
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
の
Ｃ
Ｔ
検
査
で
脳

腫し
ゅ
よ
う瘍

が
発
覚
し
、
当
時
は
あ

ま
り
の
病
気
の
重
さ
に
た
だ

た
だ
体
が
震
え
、
不
安
と
恐

怖
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。
病
室
に
移
り
、

憔
し
ょ
う
す
い悴

し
き
っ
た
私
た
ち
に
、

先
生
は
冷
静
に
優
し
く
病
状

に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
日

で
容
体
が
急
変
し
、
緊
急
手

術
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
執
刀
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後

は
、
７
年
に
も
及
ぶ
春
香
の

闘
病
を
支
え
て
い
た
だ
き
、

大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
時
、
小
学
６
年
だ
っ
た

春
香
は
、
術
後
、
放
射
線
治

療
や
半
年
間
に
及
ぶ
抗
が
ん

剤
治
療
を
受
け
、
以
来
、
病

と
向
き
合
う
日
々
が
始
ま
り

ま
し
た
。
中
学
に
入
学
し
て

か
ら
は
、
学
業
と
治
療
と
の

両
立
に
必
死
に
な
っ
て
立
ち

向
か
い
、
そ
の
姿
は
、
昨
日

の
こ
と
の
よ
う
に
目
に
浮
か

ん
で
き
ま
す
。
体
調
の
回
復

に
は
十
分
な
時
間
が
必
要

で
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に

登
校
で
き
な
い
日
々
に
、
次

第
に
情
緒
も
不
安
定
に
な

り
、
半
年
ほ
ど
不
登
校
に
も

な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
状
態

の
中
で
も
、
先
生
に
お
会
い

で
き
る
定
期
検
診
だ
け
は
、

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。
診
察
日
が
近
づ
く
と
、

伝
え
た
い
こ
と
や
、
見
て
も

ら
い
た
い
制
作
作
品
な
ど
を

考
え
て
い
ま
し
た
。
実
際
に

お
会
い
す
る
と
、
そ
れ
ほ
ど

多
く
は
語
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
心
の
中
で
は
と
て
も
ワ

ク
ワ
ク
し
て
い
た
よ
う
に
見

え
ま
し
た
。
絵
を
描
く
こ
と

が
大
好
き
だ
っ
た
春
香
、
き

っ
と
、
自
分
の
想
い
を
表
現

し
た
絵
や
作
品
を
、
大
好
き

だ
っ
た
先
生
に
見
て
も
ら
い

た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
手
に
取
っ
て
、

「
お
お
、
こ
れ
は
す
ご
い
！

」

と
言
っ
て
下
さ
っ
た
時
の
春

香
の
笑
み
は
、
喜
び
に
満
ち

溢あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。
決
し
て

長
い
と
は
言
え
な
い
診
察
時

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
優

し
く
温
か
な
ひ
と
時
で
し

た
。
そ
ん
な
思
い
出
が
蘇

よ
み
が
え

る

と
、
と
て
も
幸
せ
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。

高
校
生
に
な
る
と
、
「
漫

画
家
に
な
る
」
と
い
う
夢
を

も
つ
よ
う
に
な
り
、
目
標
に

向
か
っ
て
努
力
す
る
日
々
が

始
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

７
年
目
に
入
ろ
う
と
す
る

頃
、
診
察
室
で
先
生
か
ら
「
再

発
の
疑
い
が
あ
る
」
こ
と
を

告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
の
時

ほ
ど
、
春
香
と
の
限
り
あ
る

時
間
を
意
識
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
再
び
手
術
に
挑

み
、
成
功
し
た
も
の
の
予
告

さ
れ
て
い
た
通
り
右
半
身

麻ま

ひ痺
と
失
語
症
の
障
害
を
負

い
ま
し
た
。
治
療
と
リ
ハ
ビ

リ
に
励
む
中
、
次
第
に
精
神

症
状
を
と
も
な
う
発
作
も
現

れ
、
本
人
を
は
じ
め
家
族
も

ど
ん
ど
ん
精
神
的
に
追
い
詰

め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
状
況
の
中
で
も
春
香
は
、

発
作
が
落
ち
着
い
て
い
る
時

間
に
、
左
手
に
絵
筆
を
持
ち

ま
し
た
。
そ
し
て
、
絵
を
描

き
続
け
、
亡
く
な
る
１
カ
月

前
に
、
『
×
く
ん
』
と
い
う

絵
本
を
完
成
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
存
在
意
義

を
失
い
か
け
て
い
た
主
人
公

の
×
く
ん
が
、
あ
る
女
の
子

の
た
っ
た
一
言
で
勇
気
が
湧

い
て
、
前
を
向
い
て
進
ん
で

い
く
、
そ
ん
な
物
語
で
す
。

春
香
自
身
が
、
自
分
の
存
在

意
義
と
必
死
に
向
き
合
っ
て

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
春
香
に
喜
ん
で

も
ら
お
う
と
、
急
い
で
印
刷

屋
さ
ん
で
５
冊
の
み
製
本
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
手
に
触

れ
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た

が
、
再
々
発
で
目
が
見
え
な

く
な
っ
て
い
た
の
で
、
見
る

こ
と
や
読
む
こ
と
は
叶か

な

い
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
そ
の

１
カ
月
後
、
18
歳
の
若
さ
で

天
国
に
旅
立
ち
ま
し
た
。
再

発
か
ら
た
っ
た
１
年
で
し

た
。
私
た
ち
に
と
っ
て
娘
が

残
し
て
く
れ
た
こ
の
絵
本

は
、
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。

「
人
の
心
に
何
か
を
刻
み
た

い
。」

「
人
の
役
に
立
ち
た
い
。」

病
床
の
枕
も
と
で
、
春
香

は
言
葉
が
発
せ
ら
れ
な
く
な

る
ま
で
呟

つ
ぶ
や

き
続
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
多
く
の
方
々
と
の

ご
縁
と
お
力
添
え
に
よ
り
、

今
夏
、
正
式
な
絵
本
と
し
て

『
×
く
ん
』
を
出
版
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
春
香
に

と
っ
て
絵
を
描
く
こ
と
、
そ

れ
は
生
き
る
力
そ
の
も
の
で

し
た
。
絵
本
に
込
め
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
多
く
の
人
に
届
け

た
い
と
思
い
ま
す
。
18
歳
で

旅
立
っ
て
し
ま
っ
た
現
実

は
、
な
か
な
か
受
け
入
れ
ら

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
春
香
の
想
い
を
繋つ

な

い
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。天
国
に
い
る
春
香
か
ら
、

絵
本
『
×
く
ん
』
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
で
す
。
ど
う
ぞ
受
け
取

っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で

す
。残

暑
な
お
厳
し
き
折
、
ど

う
ぞ
お
体
を
大
切
に
な
さ
っ

て
く
だ
さ
い
。
先
生
の
益
々

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

か
し
こ

坂
野
和
歌
子

　

令
和
５
年
９
月
９
日

Ｍ
様

※年齢は応募締め切り時点
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～いかに新入医局員を
　　　　      4倍に増やしたか～

医局改革大作戦

名古屋市立大学整形外科主任教授　村上英樹

私
は
５
年
前
に
、
金
沢
大

学
整
形
外
科
の
准
教
授
か
ら

名
古
屋
市
立
大
学
整
形
外
科

の
主
任
教
授
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
待
ち
受
け
て

い
た
の
は
悲
哀
の
日
々
で
し

た
。四

面
楚
歌
の
同
門
会
総

会
、
私
一
人
だ
け
の
教
授
回

診
、
そ
し
て
医
局
員
か
ら
は

人
権
侵
害
と
訴
え
ら
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
学
の
医
学
生
か

ら
は
「
整
形
外
科
に
進
む
な

ら
名
大(

名
古
屋
大
学)

で
す

よ
ね
」
と
言
わ
れ
、
愕
然
と

し
ま
し
た
。

医
局
の
大
改
革
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
こ
と
は
明
白
で

し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
よ
い
か
分
か
ら
ず
、
途
方

に
暮
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
解
決
策
と
し
て

「
新
入
医
局
員
を
増
や
す
」
、

こ
れ
し
か
な
い
と
の
考
え
に

至
り
ま
し
た
。

こ
の
５
年
で
医
局
を
大
改

革
し
、
私
の
就
任
以
前
で
は
、

年
５
、
６
名
程
度
で
あ
っ
た

新
入
医
局
員
は
、
こ
こ
３
年

は
連
続
し
て
20
名
以
上
と
、

４
倍
に
増
や
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

さ
て
、
ど
の
よ
う
な
秘
策

を
打
っ
た
か
？　

最
近
は
こ

の
よ
う
な
講
演
を
よ
く
頼
ま

れ
、
話
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
限
ら
れ
た
紙
面
で
は
そ
の

全
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
と

て
も
で
き
ま
せ
ん
。
医
局
改

革
大
作
戦
！
　

そ
の
秘
策
の

一
部
を
表
に
示
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
医
局
を
大
改

革
し
、
今
で
は
、
〝
楽
し
く

自
由
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
医

局
〟
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
新
入
医
局
員
は
３
年
連

続
20
名
超
え
と
な
り
、
「
人

が
増
え
れ
ば
何
で
も
で
き

る
！
　

何
で
も
で
き
れ
ば
人

は
集
ま
る
！

」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
医
局
員
同
士
が
常
に
助

け
合
い
非
常
に
仲
が
良
い
の

が
名
市
大
整
形
外
科
の
特
徴

で
す
。

私
が
考
え
る
リ
ー
ダ
ー
像

を
述
べ
ま
す
。
ま
ず
、
「
己

陽
で
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
時
に
は
孤
独
で
、

忍
耐
力
が
必
要
で
す
。
そ
し

て
、
自
分
の
身
を
削
っ
て
で

も
毎
日
光
り
続
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
太
陽
が
昇
ら

な
い
日
は
無
い
ん
で
す
。

教
授
に
働
き
方
改
革
な
ん

て
関
係
な
い
ん
で
す
。
医
局

員
の
太
陽
に
な
れ
な
け
れ

ば
、
医
局
の
ト
ッ
プ
は
務
ま

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
「
日
本
一
威
厳
の
な

い
教
授
」
が
つ
く
る
「
家
族

の
よ
う
な
医
局
」
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
医
局
員
が
自
由

に
発
言
し
、
教
授
の
私
が
そ

れ
を
お
お
ら
か
に
受
け
止
め

表：医局員を増やした15の秘策

1．��救急外傷とスポーツ整形に
注力 学生人気の高い分野に注力、外傷班を新設

2．�スポーツ関連寄附講座を新設 トップアスリートの講演会を次々開催

3．�関連病院を全て名古屋から
通勤圏内に 遠方の関連病院から撤退

4．�専攻医プログラムを魅力的に 入局後2年間の病院は自由選択、3年目は同期
全員が大学

5．�ハンズオンなど教育セミナーの充実

6．�盛大な医局説明会を年2回
開催

私は兜をかぶって医局員の騎馬で登場、昨年は
210人が参加

7．�医局のプロモーション活動 医局ポスター（図）を医学部の至る所に貼付、
整形外科は凄いと錯覚させる（印象操作）

8．�医局の環境整備 デジタルサイネージで医局紹介動画配信、大看
板の設置、配電盤に関連病院地図をマッピング

9．�女性に優しい医局に デザイナーによる女性部屋を新設、医局にアロ
マを焚く

10．�医局秘書増員 秘書を2名から10名に増員、医局員の雑用を
極力減らす

11．�留学を自由に サーフィンしたい医局員が南の島へ留学

12．�医局費を減額し夏季休暇を2週間に

13．�医局の飲み会は自由参加 遅刻や中途退席もOK

14．�医学生への労い
学生忘年会を企画、BSL学生にランチ券配布、
国試勉強学生に弁当差し入れ、コロナ禍にマス
ク1万枚配布、困窮学生に応援基金制度開設

15．�SNSの充実 特にインスタグラムの充実

一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て

医
局
員
が
一
致
団
結
し
た
ら
、

多
様
性
な
ん
て
無
く
な
る
じ

ゃ
な
い
で
す
か
？　

医
局
は

あ
く
ま
で
も
医
局
員
個
々
人

の
夢
や
目
標
を
支
援
す
る
存

在
で
あ
る
べ
き
で
す
。

そ
の
夢
や
目
標
に
は
多
様

性
が
あ
っ
て
当
然
で
あ
り
、

私
は
医
局
員
の
多
様
性
を
求

め
て
お
り
、
働
き
方
の
多
様

性
を
尊
重
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
「
医
局
員
は

宝
物
」
で
す
。
そ
の
宝
物
を

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
磨
き
育

て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

る
、
正
に
〝
自
由
闊か

っ
た
つ達
な
医

局
〟
で
す
。

今
で
は
、
若
い
医
局
員
が

思
っ
た
こ
と
を
私
に
も
素
直

に
率
直
に
伝
え
て
く
れ
る
、

そ
ん
な
雰
囲
気
が
で
き
て
い

ま
す
。

「
医
局
に
何
か
大
き
な
目

標
は
あ
り
ま
す
か
？
」
と
よ

く
聞
か
れ
ま
す
。
医
局
に
目

標
な
ん
て
無
い
で
す
。
無
く

て
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

の
欲
せ
ざ
る
所
、
人
に
施
す

こ
と
な
か
れ
」
の
考
え
で
、

嫌
な
こ
と
面
倒
な
こ
と
は
医

局
員
や
医
局
長
に
や
ら
せ
て

は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
嫌
な
こ
と
面
倒
な
こ
と

こ
そ
率
先
し
て
リ
ー
ダ
ー

（
教
授
）
が
対
応
す
べ
き
で

す
。ま

た
、
医
局
員
が
リ
ー
ダ

ー
の
顔
色
を
伺
い
な
が
ら
仕

事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

よ
う
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

更
に
、「
昔
は
普
通
に
我
々

が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
、
な

ぜ
あ
な
た
方
は
で
き
な
い
の

か
」
、
こ
れ
は
絶
対
に
言
っ

て
は
い
け
な
い
言
葉
で
す
。

「
自
分
に
と
っ
て
の
当
然
を

他
人
に
と
っ
て
の
当
然
と
思

う
こ
と
な
か
れ
」
（
昔
の
当

然
を
今
の
当
然
と
思
う
こ
と

な
か
れ
）
の
考
え
方
を
常
に

胸
に
刻
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
の
医
局

教
授
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
？　

私
は
医
局
員
の
太
陽
で
あ
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

教
授
は
医
局
の
雰
囲
気
を

明
る
く
し
て
、
皆
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
与
え
、
皆
に
光
を
当

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在

で
す
。

し
か
し
、
教
授
と
し
て
自

分
が
輝
き
過
ぎ
て
は
良
く
な

い
と
思
い
ま
す
。
教
授
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
自
己
顕
示
欲

や
私
利
私
欲
を
捨
て
る
べ
き

で
す
。
主
任
教
授
に
な
っ
た

な
ら
ば
、
更
な
る
自
分
の
業

績
は
必
要
な
く
、
い
か
に
医

局
員
に
光
を
当
て
る
か
を
考

え
る
べ
き
で
す
。

教
授
は
ど
ん
な
に
つ
ら
く

て
も
光
を
照
ら
し
続
け
る
太

図：医局ポスター
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